
令和４年度地方創生推進交付金 事業実施報告（効果検証）

１ 地方創生推進交付金交付金の目的

同交付金は、地方版総合戦略に位置付けられ、かつ地域再生法に基づく地域再生計画に記載

された自主的・主体的で先導的な事業を、地方公共団体が実施するために、国が交付するもの

であり、それぞれの地域の実情に応じた、まち・ひと・しごと創生に資する事業の効率的かつ

効果的な実施を図ることを目的とする。

２ 対象事業

地方公共団体において、それぞれの地方版総合戦略に位置づけられた（又は位置づけられる

予定である）事業であって、観光の振興、農林水産業の振興その他の産業の振興に資する事業。

３ 本市事業の概要

⑴ 事業名

男鹿版ＤＭＯを核とした地域ブランドづくり推進事業

⑵ 担当部課

観光文化スポーツ部 観光課

⑶ 実施期間

令和４年４月～令和５年３月

⑷ 事業費（実績額）

35,337,547 円（うち地方創生推進交付金 17,358,000 円）

⑸ 全体事業の概要

ＤＭＯである一般社団法人男鹿市観光協会を中心に、行政と市内の多様な分野の事業者が連

携し、地域ブランド力の向上と稼ぐ（稼げる）地域づくりの推進を図るため、観光振興に関す

る方針や男鹿の将来像の共有、各産業が連携した地域素材の磨き上げと商品化、継続的なマー

ケティング調査、一元的な情報発信・プロモーション、受入環境の整備などを行うものである。

具体的には、ユネスコ無形文化遺産に登録された「男鹿のナマハゲ」や続日本 100 名城に選

定された「脇本城跡」などに代表される「文化」や、未来に残したい草原の里 100 選に選定さ

れた寒風山をはじめとする豊富な自然・アクティビティ・海山の食材を活用した「体験」をテ

ーマとした旅行商品の造成と売込を国内外に向けて実施することにより、誘客及び消費拡大を

進める。

また、国内からの観光需要に加え、インバウンド需要にも対応すべく、ＨＰの多言語化や情

報共有・発信のプラットフォームの整備を進めるとともに、外部専門家を招聘して事業者・住

民向け研修会を実施し地域機運の醸成を図る。

事業の実施に際しては、民間企業からＤＭＯへ派遣された専門人材が各事業の進捗を管理す

るとともに、販路の拡大やモニターツアーの実施などを担うことにより地域産業の連携、資源

の価値を高め、ノウハウの提供を通じて地域の人材育成も図ることで、男鹿市の目指す将来像

を実現する。



⑹ 事業内容（令和４年度分）

<男鹿市執行分>

〇スポーツツーリズム【実績額：575,000 円／計画額：575,000 円】

・男鹿半島ナマハゲライド補助（第８回男鹿半島ナマハゲライド開催支援）

・サイクリングイベント補助（国際教養大学とのサイクリングイベント開催支援）

〇なまはげ文化ツーリズム【実績額：7,100,632 円／計画額：6,942,000 円】

・歴史文化遺産を活用した地域づくり推進事業（歴史文化遺産の周知・活用の推進）

〇インバウンド誘客促進【実績額：1,199,000 円／計画額：1,199,000 円】

・誘客促進プロモーション（台湾現地でのＰＲイベント開催と情報発信）

<ＤＭＯ執行分>

〇スポーツツーリズム（ソフト）【実績額：3,289,293 円／計画額：3,200,000 円】

・アウトドアプログラムの実施等による受入体制の拡充とプロモーション

・ e-Bike（スポーツタイプの電動アシスト付自転車）を核としたレンタサイクル事業

の展開とプロモ―ション

〇なまはげ文化ツーリズム【実績額：4,066,314 円／計画額：3,800,000 円】

・歴史文化ツーリズムのブラッシュアップと商品造成

〇インバウンド誘客促進【実績額：1,233,480 円／計画額：1,200,000 円】

・インバウンド誘客促進の強化（プロモーションと受入体制整備）

〇共通事項【実績額：17,873,828 円／計画額：17,800,000 円】

・専門職員雇用、マーケティング調査、ツアー企画、国内誘客促進、地域機運の醸成

４ 重要業績評価指標及び実績（各項目上段が目標、下段が実績（※カッコ内は前年度比））

項 目
事業

開始前

K

P

I

1 年目 2年目 3年目 4年目 5年目

平成 30年

度
令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度

1

男鹿版 DMO におけ

る旅行商品等売上

収入額（千円）

2,433

目

標

2,933

(500)

3,433

(500)

4,433

(1,000)

5,933

(1,500)

7,933

(2,000)

実

績

3,364

(931)

4,488

（1,124）

2,966

（▲1,522）

5,253

（2,287）

7,752

（2,499）

2

男鹿版 DMO が造成

する旅行プラン延

参加者数（人）

0

目

標

300

(300)

600

（300）

1,100

(500)

1,800

(700)

2,800

(1,000)

実

績

405

(405）

813

（408）

384

（▲429）

943

（559）

691

（▲252）

3

文化・自然を題材

とした体験プラン

商品造成数（個）

0

目

標

3

（3）

6

（3）

11

(5)

18

(7)

25

(7)

実

績

4

（4）

7

（3）

8

（1）

10

（2）

10

（0）

4

男鹿版 DMO が造成

する旅行プランに

よる市内延宿泊者

数（人）

0

目

標

100

（100）

200

（100）

350

（150）

550

（200）

850

（300）

実

績

144

（144）

445

（301）

148

（▲297）

48

（▲100）

366

（318）



５ 事業経費の内訳（単位：円）

６ 事業の効果

⑴ 概要

当市への観光客数は、平成 30 年度の「男鹿のナマハゲ」のユネスコ無形文化遺産登録や北

前船の日本遺産登録などを追い風に増加傾向にあったが、令和２年度には新型コロナウイルス

感染症の影響を受けて大きく落ち込んだ。令和３年度以降は回復傾向にあるものの、令和４年

度は、オミクロン株の拡大やウクライナ侵攻など、想定外の事態もあり、影響は続いている。

この結果、事業のＫＰＩもコロナ禍前の令和元年度までは充足していたが、令和２年度以降

は新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響を大きく受け、令和４年度もＫＰＩの達成には

至っていない。

⑵ 具体的内容（事業効果の説明）

こうした状況を踏まえ、ウィズコロナに配慮しつつ、観光需要の本格的な回復を見据えた

取組を継続し、目的である地域ブランドの確立と地域経済の活性化に向けて、下記の取り組

事業内容
実績額

（計画額）
経費内訳

男
鹿
市
執
行
分

▼スポーツツーリズム
575,000

（575,000)

〇サイクリングイベント補助金

(1)男鹿半島ナマハゲライド補助金 375,000

(2)サイクリングイベント補助金 200,000

▼なまはげ文化ツーリズム
7,100,632

(6,942,000)

〇歴史文化遺産を活用した地域づくり推進事業

歴史文化遺産周知活用推進 7,100,632

▼インバウンド誘客推進
1,199,000

(1,199,000)

〇誘客促進プロモーション 1,199,000

男
鹿
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
執
行
分

▼スポーツツーリズム

（ハード）

0

(0)

▼スポーツツーリズム

（ソフト）

3,289,293

(3,200,000)

〇アウトドアプログラム等の受入体制の拡充とプロモーション

941,629

〇e-Bike を核としたレンタサイクル事業とプロモーション

2,347,664

▼なまはげ文化ツーリズム
4,066,314

(3,800,000)

〇歴史文化遺産ツーリズムのブラッシュアップと

商品造成 4,066,314

▼インバウンド向け誘客
1,233,480

(1,200,000)

〇インバウンド誘客促進の強化 1,233,480

▼共通事項
17,873,828

(17,800,000)

〇専門職員の雇用 15,372,212

〇マーケティング 860,622

〇モニターツアー 973,614

〇国内誘客の促進 667,380

〇地域気運の醸成 0

総事業費（実績）

交付金計画事業費

35,337,547

(34,716,000)

交付金対象経費総額（実績）

交付金額の確定額

34,716,000

17,358,000



みを行った。

●スポーツツーリズムの推進

・男鹿国定公園が所在し、日本ジオパークの認定も受けている当市では、景観を体感しながら

健康増進にも資する移動手段として、e-Bike を核としたレンタサイクル事業を男鹿駅のあ

る船川地区及び男鹿温泉郷で継続的に展開するとともに、サイクリングイベントへの支援な

どを行っているほか、手軽に利用できる高品質なキャンプなど体験型コンテンツを充実させ

ている。

・レンタサイクル事業に関しては、男鹿半島のコースや見どころをウェブサイトで紹介すると

ともに、コロナ禍により旅行形態が変化していることや、男鹿駅周辺広場のオープンによる

人流の拡大を見据えて、まち歩きへの活用や、門前漁港発着の観光遊覧船と連携して西海岸

の魅力をアピールするなど、比較的短時間・短距離で楽しめるプランを推奨し、若年層やラ

イトユーザーを中心とした利用者の取込や、営業日を拡大し利便性の向上を図った。

・アウトドア体験としては、手ぶらで訪れることができる高品質なキャンプ体験を「Fine Camp

Service Scelto(シェルト)」として、営業期間を拡大して実施することで好評を得た。

・観光客の利便性向上のため、キャンプ商品や市内のアウトドア体験プログラムを集約し、オ

ンライン予約や決済ができるサイト「エリアゲート」も、ＤＭＯの収益の一助となっている。

●なまはげ文化ツーリズムの推進

・ユネスコ無形文化遺産にも登録されている「男鹿のナマハゲ」を核とした伝統文化等の体験

に加え、「北前船」や「脇本城」など文化遺産を活用することで、誘客の推進を進めている。

・当市観光の弱点である冬季の宿泊増に向けて、なまはげ太鼓やなまはげ柴灯(せど)まつりを

活用した着地型旅行商品のブラッシュアップと造成を実施した。

・コロナ禍で造成したツアーの不催行が増加している中、将来的な誘客と関係人口の創出を目

的として、なまはげ柴灯まつりにおいて「なまはげ伝導士」にボランティア参加を呼び掛け

たところ、３日間で延べ 14 名の参加があった。

・年々注目度が高まっている雲昌寺のあじさいについても、地域住民等で組織する「おらほの

北浦まちづくり協議会」と連携して受入体制の整備に協力し、コロナウイルス対策を講じな

がら当該年の期間中で約４万２千人の有料観覧者の受入れにつながった。

●インバウンドの推進

・コロナ禍で観光目的での入国が制限され、インバウンドの入込は、水際対策が緩和された令

和５年１月以降わずかにあったものの、回復しているとまでは言えなかった。国内での商談

会への参加のほか、アフターコロナを見据えて、海外向けにＷＥＢやＳＮＳを活用した動画

配信や記事掲載のプロモーションを実施した。

●その他

・ＤＭＯで実施したマーケティング調査から、当地域の観光について高い満足度を維持してい

ると同時に、課題の発見にも繋がっている。

７ 今後の方針

⑴ 今後の方針

事業の継続

※本事業に関するデジタル田園都市国家構想交付金（旧 地方創生推進交付金）は、秋田県

及び秋田市と連携した取組として、新たに令和６年度まで事業採択を受けている。



⑵ 今後の方針の理由

本格的な観光需要の回復を見据えて、他地域に乗り遅れないよう、観光振興及び誘客推進を

行っていくためには、明確なターゲット設定と取り組みの整理及び計画的な事業実施等が求め

られている。

男鹿のブランディングと地域全体で稼ぐ仕組みの構築という事業の目的を実現し、効果的な

誘客を図るために、ＤＭＯを中心に、市と観光事業者のみならず、農業・漁業従事者や製造事

業者など、観光に関わるプレーヤーの増加とネットワークの強化を進め、全体で今後の男鹿半

島の観光振興の在り方を共有しながら、ブランディング、地域ならではの商品造成、プロモー

ションなどの事業を継続的に展開していく。


